対象事例アセスメントシート　基礎編（４）
コミュニケーション
１．表出のコミュニケーション　
あてはまる方法に○をする。複数選択可。
※試したことはないが、できそうなものについては△をつけてください。
	　　　　　手段
　　　　　方法

機能
	直接的な行動
	身振り
	ことば
	行動問題
	カード類
	その他

	
	
	指さし
	サイン
	表情視線
	その他
	発声
	単語
	文章
	自傷
	他害
	破壊
	大声暴言
	
	

	注目の要求

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	援助の要求、困難を伝える
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	行為・活動や物の要求
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	特定のことを伝える
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	体調不良を伝える
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	拒否や抵抗

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	報告

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記のような内容について
自分からの表出はない
あてはまるものに○
	全く表出することがない（　　　）
支援者からの問いに応じて表出することがある（　　　）
具体的に：



	ご本人がよく伝えようとしている内容や好みのやりとり
	具体的に：






※直接的な行動とは、欲しい物を自分で取りに行ったり、したいことを無理に実行しようとしたり、拒否して座り込むなどの行動をいう。
※サインにはジェスチャーも含まれる。




２．理解のコミュニケーション　
あてはまる方法に○をする。複数選択可。作業・活動に参加していない場合は、空欄のまま。
　※試したことはないが、できそうなものについては△をつけてください。
	　　　　　　　手段
　　　　　　　方法
内容
	実物
	ことば

	文字
	写真・絵
	シンボル
記号
	指さしやサインなど
	パターンや流れ
	その他
身体援助など

	スケジュール
	通常の日課

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	行事や帰宅特別な日課
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	日課の変更

	
	
	
	
	
	
	
	

	作業
活動
	手順

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	量や回数
終わり
	
	
	
	
	
	
	
	

	ルール・約束・禁止
	
	
	
	
	
	
	
	

	支援者が指示をする際に気をつけていることをお書きください
（量、スピード、新しいことを伝える際の配慮など）
	具体的に：






※指さしやサインには、ジェスチャーなど関連する動作での指示を含む。
※パターンや流れは、入浴の時間に他の利用者が移動する姿を見て自分も移動し始めるなど、特に指示をしていないか、軽い声かけ程度の場合をいう。個別に声かけをしている場合は、ことばに○をする。
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